
令和５年（2023年）９月28日（木）
第２回杉並区子どもの権利擁護に関する審議会 資料８

１．高円寺学園中等部意見交換会の実施報告（７月20日開催）
資料８_参考資料１／杉並区ホームページ「高円寺学園意見交換会（５年７月20日）

〃 _参考資料２／杉並区の子ども全員を幸せにする条例案を考えよう！（個人・グループ）
〃 _参考資料３／意見交換会後の生徒の振り返り

２．中高校生世代ワークショップの実施報告（８月26日開催）
資料８_参考資料４／中高校生世代で語ってみよう！ワークショップ「コロナ禍と子どもの権利」実施報告書

３．子ども日本語教室（小学生）での意見聴取の実施報告（９月27日開催）

４．「子どもワークショップ」の開催について
資料８_参考資料５／杉並区子どもワークショップ「子どもの権利を知って一緒に考えよう！」チラシ

５．「すぎなみフェスタ」への出展について

６．区立小学校における出前授業形式での意見交換会について

７．その他、引き続き検討が必要な取組について

＜参考＞４～６の実施スケジュール（予定含む）
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１．高円寺学園中等部意見交換会の実施報告（７月20日開催）

● 実施詳細は杉並区ホームページ「高円寺学園意見交換会（５年７月20日）」のとおり【資料８_参考資料１】
https://www.city.suginami.tokyo.jp/kyouiku/keikaku/ikenkokan/1088979.html
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⑤幸せを追求する権利はおおよそ守られているのか

④学校に通う権利はおおよそ守られているのか

③健康で文化的な生活をする権利はおおよそ守られているか

②平等に生きる権利、差別を受けない権利はおおよそ守られているか

①自由に生きる権利はおおよそ守られているか

（１）意見交換会でのアンケート「子どもの人権は守られているのか」（回答者数47） YES NO わからない

（２）意見交換会テーマ「杉並区の子ども全員を幸せにする条例案を考えよう！」【資料８_参考資料２】

・個人ワークで考えた条例案・・・１～３ページ

・グループで個人ワークの条例案を共有し、話し合いながら考えた条例案・・・４ページ

（３）意見交換会後の生徒の振り返り【資料８_参考資料３】
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２．中高校生世代ワークショップの実施報告（８月26日開催）

● 中高校生世代で語ってみよう！ワークショップ「コロナ禍と子どもの権利」実施報告書【資料８_参考資料４】

・第１回審議会で口頭報告した標記ワークショップの実施報告書を作成しました。
ワークショップ参加者の意見や思いは、下記ページに記載しています。

★コロナ禍の気持ちを漢字一文字であらわすと・・・５・６ページ
★コロナ禍の子どもの声・・・７～９ページ
★杉並区に伝えたいこと・・・10・11ページ

３．子ども日本語教室（小学生）での意見聴取の実施報告（９月27日開催）

● 下記のとおり実施しました。当日の様子は口頭にてご報告いたします。

・意見聴取の目的と反映先を子どもと保護者に事前に伝えました。
→ 「すべての子どもが、自分らしく生きていくことができるまち」の実現を目標に、様々な取組を進めていく

にあたり、子どもたちから意見や思いを聴いてその取組に活かしていきたいこと。
→ 聴いたことは誰が言ったことかわからないようにして審議会に伝えること。

・子ども政策担当の職員が子どもとペアになり、子どもの権利（「学び」「遊び・居場所」「意見を言う」）を踏ま
えた共通質問に基づき、日本語教室講師及び交流協会職員のサポートを得ながら意見聴取を行いました。

質問例：「学び」→ ここで日本語を勉強することは楽しい？むずかしい？どんな時、日本語がむずかしい？
「遊び・居場所」→ 学校の後、いつも何をして遊んでいる？

学校や日本語教室に行きたくない、休みたいときはある？
「意見を言う」→ 日本では、今は出来ないことはなに？ 国ではできた？
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４．「子どもワークショップ」の開催について
● 第１回審議会におけるご提案『「２．中高校生世代ワークショップ」と同様の取組を継続的に実施したらどうか』

というご提案を受けて、下記のとおり継続性のあるワークショップを企画しました。【資料８_参考資料５ 】

・テーマ：子どもの権利について知り、もっといい杉並にしていこう
→ 子どもの権利について理解を深めたうえで、自分たちが普段過ごしたり使っている場所や施設、

あったらいいなと思う場所や施設など「居場所」について、グループワークで話し合いながら
まとめ、最終回に発表する。

・開催日時・場所：①令和５年11月19日（日） 13:30～16:30 <児童青少年センター（ゆう杉並）>

②令和５年12月16日（土 ）14:00～17:00 <区役所内会議室を予定>

③令和６年２月23日（祝・金）9:30～12:30 <区役所内会議室を予定>

○令和６年３月23日（土）または24日（日）<時間未定・区役所内会議室を予定>

④令和６年３月30日（土） 9:30～12:30 <区役所内会議室を予定>

・内容：①子どもの権利に関するインプット（講師：野村会長）、ゆう杉並見学会など
②・③グループワーク（区内の居場所を調べる、安心して自由に過ごせる居場所について意見交換等）
○30日に行う区長に向けた発表のリハーサル
④区長に向けてグループワークでまとめた内容を発表

・対象・人数：区内在住・在学で小学４年生～高校生の年代の方 15名

・申込締切：令和５年10月31日（火）

・周知方法：広報すぎなみ10月1日号及び区ホームページに募集記事を掲載するほか、区内小中学校（私立含む）、
区内高等学校（都立・私立）、区内関係施設に募集ポスターを送付し掲示を依頼

詳細・申込み
＜杉並区公式HP＞10月1日から

ご覧いただくことができます。

追加開催

審議会とのコラボレーション
についてご意見ください。
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５．「すぎなみフェスタ」への出展について
● 「（仮称）子どもの権利に関する条例」の制定を見据えた取組の周知と、子どもからの意見聴取を行います。

・「すぎなみフェスタ」は、「人と人、地域と地域をつなぎ、杉並を元気に」を基本理念に、平成24年度から年１回
開催しているイベントです。（令和４年度来場者数：延べ9万5千人（5日（土）4万5千人／6日（日）5万人）
令和５年度は、１１月４日（土）・５日（日）に桃井原っぱ公園（桃井3-8-1）ほかで開催します。

・子ども政策担当は、11月４日（土）の１日間、
「知ろう・学ぼう杉並」エリアに出展します。

＜実施内容（案）＞

・取組周知：審議会ニュースレターを、なみすけ・ナミーを
使用したオリジナルノベルティと一緒に配布

・意見聴取：来場者（子ども・大人）に、テーマに対する意見
や思いをカードに書いてボードに貼ってもらい、
想いで描く絵（地図）を作成

★「すぎなみフェスタ」に合わせ、幅広く意見聴取をする取組（例：区ホームページに回答
フォームを設ける等）を、期間限定で実施することを検討しています。

「すぎなみフェスタ」と同じテーマとしたいため、どのようなテーマがよいかご意見ください。

テント番号Ｉ‐12
「子ども政策担当 想いで描こう！みんなで杉並」
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６．区立小学校における出前授業形式での意見交換会について
● 子どもの権利条約について知らない子どもは３割、というアンケート結果（※）を踏まえ、第１回審議会資料８「区

が着手・実施した子どもからの意見聴取の取組について」の「Ａ区立小・中学校における意見交換会」の９月以降
に実施を予定していた４校のうち下記２校において、子どもの権利について理解を深めたうえで意見交換を行う
「出前授業形式」を取り入れた意見交換会の実施に向けて、小学校と調整しています。
（※セーブ・ザ・チルドレンが2019年に実施した「３万人アンケートから見る子どもの権利に関する調査」）

対象の学校及び学年・開催日時
（１）永福小学校＜永福2‐16‐33＞ ６年生 ／ 令和５年12月５日（火）５時間目

（２）松庵小学校＜松庵2‐23‐24＞ ５年生 ／ 令和５年12月15日（金）３・４時間目

実施方法（案）
野村会長による子どもの権利に関する授業の後に、テーマに沿った意見交換会を行うことを想定しています。

７．その他、引き続き検討が必要な取組について
● 第１回審議会でご意見をいただいた、不登校の子ども、障害のある子どもなど、一般的な意見聴取の手法では声を

上げにくい子どもたちへの意見聴取について、対象や実施時期、手法について引き続き検討します。
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＜参考＞４～６の実施スケジュール（予定含む）
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